
地点1 田無町4-17付近（府中道）
現在は通学路ではないが、通学路に出るまでの安全な道が無い。
➣ 通学路の変更も視野に入れ、児童への交通安全指導を徹底する。

地点2 田無町1-8付近（青梅街道・ガリバー前）
赤信号の時間が長く、児童を含めた歩行者が歩道からはみ出そうにな
る。また、低学年児童にとっては、青信号の時間が短いように感じる。
➣ 信号の時間の確認を田無警察署に依頼する。

地点3 田無町3-7付近（コール田無前、総持寺・田無神社前交差点）
児童が横断歩道を渡る際に、スピードを出した自転車が曲がってくる
ことで接触する危険性がある。また、植栽が伸びていると、見通しが
悪く危険である。
➣ 植栽の剪定を依頼する。
➣ 交通面でのパトロールの強化を田無警察署に依頼する。

地点4 田無町2-2～9付近（青梅街道）
駐車場が多く、特に下校時に歩道に入ってくる車両が多いため、児童
と接触する危険性がある。
細い歩道を自転車が走行するため、児童と接触する危険性がある。
➣ ナビマークの再溶着を関係機関に依頼する。
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